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同社は主にFRPや発泡スチロールな
どを材料として、大型造形物を製作す
るのを得意とする。

今回製作したのは「クールホットベン
チ」。中電工と神戸高専が共同開発し、
伊福精密（神戸市）が造形設計を担当

した。展示会会場などに置く卵型オブ
ジェで、高さ1455ミリメートルもある。筐体は
外側と内側の二層構造になっており、
二層間のすき間にはLEDチューブライ
トを通し、4色に発光する。半導体素子
を使って温度調整し、夏は涼しく冬は暖
かくできる機能性を兼ね備えた。
■光の透過も
大久保社長によると、通常はこうし

た筐体にはFRPを用いるが、光を透過

させるのが難しいとい
う。

それに対し、同機で
は専用材料（紫外線硬
化型のアクリル系樹脂）
を使用したことで、筐体
の透過性を実現した。
「3Dプリンターによ

る製作は、途中で失敗
してしまったら高価な材
料をむだにするリスクがあります。だか
ら機械稼働中は誰かが目の前で見て
いました」（大久保社長）。

今回、同機での大型オブジェ製作が
成功したことで、今後の展開にも弾み

がついたとし、超短納期の案件に対し、
同機の活用も提案できるとしている。
すでに産業用途などに引き合いが来て
いるとしており、まずは受注額ベースで
年間1000万円を狙う。

従来のタッチパネルは4階建て構造に
加え、基板上に7セグ（デジタル表示するた

めの部品）のLEDやCPU、センサーなど
を搭載していた。しかし、これら部品はメー

カーが異なり、それぞれの高さや幅も異な
る。そのため、組立工程での微調整が必
要になり、生産の自動化が難しく、職人の
手作業だけで対応し労力がかかっていた。

同製品は構造そのものを一体化した
だけでなく、これらのパーツも自社独自の
ものに変えることで、薄型化を実現した。
「開発スピードもアップし、既存から脱却
する新たなものづくりにも貢献できます」
と、井上高志技術部長は話している。

完全なオーダーメードで、最小10ミリ×
40ミリメートルサイズのパネルも製造可能だ。
屋外や厳しい環境でも使える耐候性の
ほか、操作ボタンの耐久保証が100万
回など、使用環境や条件に応じた高機
能パネルも製作できる。

「介助ロボットやパワースーツのよう
な、操作パネルの取り付けが難しいもの
への引き合いも増えています」と井上部
長。今後は時代とともに進化する素材
技術やニーズの変化に対応しながら、
機能性をさらに向上させる予定だ。

電気設備工事業、協成電気（川崎市
川崎区新川通、☎044・211・1191）は、
太陽光パネルを設置する企業や住宅を
対象にした蓄電システムの普及を進め

る。太陽光で発電した電力を有効活用
しながら、災害時の電源確保にもつなげ
るシステム。「日常で使いながら備える
“フェーズフリー”にもなります」と、加藤
哲郎社長は説明している。

同システムは、太陽光パネルを既に
設置している設備に対し、専用の蓄電
池とエネルギー管理システム（EMS)、
モニターを設置。電力の利用状況に合
わせて電力制御を設定する。

例えば、蓄電池の30%相当を「災害
用」としたい場合、常に30%の電力を
充電・蓄電するよう設定。残りの70%を

事業所の電力として使う。雨の日や冬
の時期など発電ができない時や蓄電
量が設定値を下回った場合は、電力を
購入することで蓄電していく。

蓄電池からの電力供給も、一般家庭
向け（単相）や工場向け（三相）に配電
方式を変えることもでき、分電盤を付
ければ細かく設定を変えてコントロール
することも可能だ。「長期的に考えれ
ば電力コストの削減にもつながります」

（加藤社長）。
■電力効率化で環境対策も
加藤社長は、川崎市電設工業会の会

長も務める。大手企業や官公庁などを
取引先とすることから、環境意識の高ま
りに応じて、省エネや再生エネルギー対
応などあらゆる対策を行ってきた。

そうした経験から「バスなどのインフ
ラひとつとっても、日本のEV普及率は
海外の先進諸国と比較して著しく低い
です。人類共通の課題である温暖化
への対策としても、災害への備えとして
も、このシステムをもっと知ってもらいた
いです」（加藤社長）と強調している。

操作パネル設計・製造のタッチテック（平塚市東中原、☎0463・20・9080）が
開発した超薄型のスイッチパネル「メンブレンディスプレイ」が注目されている。一
般的な操作パネルは、印刷シートと板金、タクトキー、基板といった「4階建て」の構
造だったが、同製品はオリジナルパーツを開発したことで一体化した構造を実現。
厚さ4ミリ前後の極薄になった。これにより、設計の自由度が高まるという。現在、完
全受注生産により月に60〜80種類を製造、累計80万台を出荷するほど。その用
途は産業用から医療機器にまで広がる。

大久保工芸（相模原市中央区上溝、☎042・764・5072）は、イスラエル製の超大
型3Dプリンター「マシビット」を使用し、卵型の特殊形状のベンチの筐体製作に成功し
た。繊維強化プラスチック（FRP）を使用した職人作業だと完成までに20日間かかる
ものが、28時間で終えられたという。「（3Dプリンターによる大型造形物の製作は）
失敗するリスクもありましたが、あえて挑戦してみました」と大久保亘社長。今回の経
験を生かせば、産業用で大型部品試作のスピード生産も可能という。

タッチテック、一体化構造で完全受注生産

大久保工芸、短時間を実証し産業用途も視野
超大型３Dプリンターで卵型ベンチ

協成電気、太陽光設置企業に提案

使いながら「備える」蓄電システム

超薄型メンブレンディスプレイ需要増

中小企業の
DX化なら
ご相談ください
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ポストコロナ時代

前回から「時代やコロナ禍を経て変化し
つつあるご葬儀の在り方」についてお伝え
しています。今回は、コロナ禍でのご葬儀
についてです。コロナ禍は、さまざまなこと
が「非常事態」として取り扱われていまし

た。ご葬儀も、前提として「集
まってはいけない」「呼ん
ではいけない」「（呼ぶなら
ば）大きい会場で」などが

ありました。
情報が不足していたため、身内ですら県

境をまたぐ場合は、お知らせのみとしたりす
るケースも少なくありませんでした。原因
が分からず、すぐ死に至るかもしれない感

染症が流行しているという興奮状態だった
ことから、ご葬儀もやらなければいけないこ
とを必要最小限にという風潮でした。

一方、葬儀会社も、日々 リスクと隣り合わ
せの中、制限があっても自社のできることを
それぞれが模索しながらやっていました。

あの時は、今振り返ると複雑な気持ちも
あります。情報が少なく、正解も分からな
い。ただ、あのような状況下、私たちを支

えていたのは「経験値」でした。
当社は、戦前よりも昔から操業していた

ため、今は当たり前のことやものがそうで
はなかった時代を経験しています。例え
ば、ゴム手袋がなかった時代は素手で処置
を行い、寝台車がなかったころはリヤカー
にご遺体を載せていました。そのため、ゴ
ム手袋がない時も、素手で行っても問題な
いこととそうでないことの知識があり、手に

傷がある時はこの業務はできない、などの
判断もできます。

もちろん、どの葬儀会社も、感染症につ
いての基本的な知識は持っています。コ
ロナに限らず、これまで歴史的に見ても昔
からさまざまな感染症がありましたから。

次回は引き続き、コロナ禍でのご葬儀に
ついてお伝えしたいと思います。　　
 （fami友葬・清水ふじ代）

社長さんが知っておきたい社長さんが知っておきたい

～いまどきのご葬儀②～～いまどきのご葬儀②～




